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１．はじめに
　本校は大正2年に広瀬川河畔の米ケ袋に創設
された伝統ある県立の工業高校で，今年98年
目を迎える。この間約2万人を超える卒業生を
送り出し，その多くは産業界だけでなくさまざ
まな分野で活躍している。平成5年度からは従
来の機械科，電気科，インテリア科，化学工業
科に加え，電子機械科，情報技術科が設置され
て6学科になった。また，平成6年度には新し
い総合実習棟，校舎棟が完成し，勉学に部活動
にと励んでいる。
　実践目標（三綱領）　　誠実　節度　創造

２．第2回国際ナノ・マイクロアプリケー
ションコンテスト（iCAN2011）について

　「www.rdceim.tohoku.ac.jp/iCAN11/attach/

iCAN11_youkou.pdf」から抜粋
（抜粋開始）
MEMS（Micro Electro Mechanical Systems）デ
バイスを用いたアプリケーションを提案し，試
作した成果を競う国際コンテスト。対象は高校
生，高専生，専門学校生，大学生，大学院生の
チーム。
主催：MEMSパークコンソーシアム，東北大学
マイクロシステム融合研究開発センター
スケジュール
　国内予選
1次審査（書類審査）

2010年6月 7日（月）　受付開始
2010年7月23日（金）　受付締め切り
2010年7月30日（金）　審査結果発表
2次審査（試作，発表）
2010年8月上旬　試作のためのMEMSデバイ
ス配布
2010年8月～11月　グループ毎で試作
2010年12月6日（月），7日（火）　日本予選
開催（試作の成果を発表） 仙台市内
　世界大会
　2011年6月5～9日　中国北京にて開催（国
際会議Transuducers'11と同時開催）

国内1次審査：
上記のデバイス，または，参加者が用意する
MEMSデバイスを利用したアプリケーションを
提案してください。利用するMEMSデバイスは
1個でも結構ですし，複数個，複数の種類でも
結構です。
審査基準
アイデアのユニークさ，社会に役立つか，など
のポイントについて審査します。高校生部門と
大学生部門（高専，専門学校，大学院を含む）
の2つの部門に分けて審査します。
国内2次審査：
1次審査を通過したチームに対して，申込書に
書かれたMEMSデバイスを配布しますので，チ
ーム毎に実際にアプリケーションを試作してく
ださい。その成果を日本予選会で発表していた

国際ナノ・マイクロアプリケーションコンテストについて
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だきます。審査の結果，上位3チーム（予定）
が中国の世界大会に進みます。
世界大会：
中国北京にてチーム毎に発表を行います。審査
の結果，以下の賞金が授与されます。
　1位：3,000 米ドル （2チーム）
　2位：2,000 米ドル （4チーム）
　3位：1,000 米ドル （6チーム）
　特別賞：500 米ドル （2チーム）
費用：
1次審査を通過したチームにはMEMSデバイス
を無償で提供します。
仙台で開催する国内予選の旅費，宿泊費の一部，
および中国で行う本選の旅費，宿泊費の全部に
ついては，MEMSパークコンソーシアムが負担
します。
注意事項：
提案するアイデアは学生チームが発案したオリ
ジナルのものに限ります。
特許などの知的財産として出願が必要と考えら
れる場合は，それぞれが所属する機関のルール
に従い，手続きを行ってください。申込書を事
務局に提出する前に，アドバイザーの先生や知
的財産の担当者に相談することをお勧めします。

　（以上抜粋終わり）

３．本校チームのコンテストへの参加につ
いて
⑴　大会までの日程
・1次審査（書類審査）： アイデア応募チームが
少なかったために1次審査なしで通過。
・2010年9月より国内大会用に向けて製作開始
・2010年12月6日～7日　国内大会　大学4校，
高校4校 参加
世界大会出場チーム
大学生部門：1位 京都大，2位 東北大
高校生部門：1位 宮城県工業高，2位 仙台一高
・2011年4月21日より世界大会に向けて製作開
始

（東日本大震災のため，製作開始が遅れる）
・2011年6月4日 ～ 6月8日　世界大会
　6月5日 10：00～20：30エキシビジョン
　17：20～17：30 発表（8分間プレゼンテー
ション，2分間Q&A）
　6月6日 9：00～12：30　エキシビジョン
⑵　生徒の役割分担
富樫岳：加速度センサー・PIC・FETを使用し
たコントローラ製作
大会用の以下のMaterialを作成
Material 1： 1 poster （90cm*120cm） in English, 

refer to template 1.
Material 2： 1 page description of project in 

English （A5 size）, refer to template 2.
Material 3： 1 PPT for final defense in English 

（about 8 minutes）.

Material 4： 1 Video of the project in English, no 

longer than 3 minutes.

我妻浩介：プログラムの基礎を担当
佐藤正弥：我妻の作成したプログラムを基礎に，

①　Material 1　世界大会ポスター
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プログラムの応用を担当
この他3名は，文化紹介のエキシビションも作
成・練習

４．大会を終えて
　国内大会から世界大会までの半年間で，アプ
リケーション製作・英語でのプレゼンテーショ
ンをどのように仕上げていくのか課題であった。
　3月11日の大震災のため1ヶ月以上製作に取
り組むことが出来なくなり，4月21日からよう
やく製作を再開した。土日や放課後かなりの時
間を使い製作とMaterial 1～4に取り組んだ。
　プレゼンテーションについては，本校英語科
教員とALTにもご協力をいただいた。（週2回1
時～2時間の指導）
　生徒の製作したコントローラは，堅牢性があ
りどのような操作をしても全く故障することな
く作動した。子どもの頃アメリカで生活したこ
とのある生徒が1名おり，プレゼンテーション
はもちろん，会場で様々な質問を受けても的確
に答えることが出来た。
　27参加チームのほとんどが大学生であり，
高校生チームは3校のみだった。本校チームは
生徒自らコントローラの製作・ソフトウェア製
作だけではなく，大会用のポスター・PPT・ビ
デオ・文化紹介の準備にも積極的に取り組み，
特別賞を受賞することが出来た。

５．本校チーム大会後の各種活動について

⑴　宮城県高等学校新教育課程研究集会工業部
会で工業関係学科職員に生徒実践発表
⑵　教育長表敬訪問
　本校各種4チーム合同で訪問（若年者ものづ
くりコンテスト「フライス盤職種」優勝選手・
「旋盤職種」準優勝選手／技能五輪「旋盤職種」
全国大会出場枠獲得選手／「U20プログラミン
グ・コンテスト」経済産業大臣賞受賞生徒／
MEMSアプリケーション特別賞受賞チーム）
⑶　高文連工業専門部生徒活動成果発表会（主
催：宮城県高等学校文化連盟工業専門部）参加
⑷　FIRSTサイエンスフォーラム2（主催：独
立行政法人科学技術振興機構）に出演

②　Material 2　プロジェクトの説明

③　Material 3　PPT抜粋
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６．iCAN2012の日程について

国内予選　2012年5月16日（水）～5月17日（木）
世界大会　2012年7月5日（木）～7月8日（日）

７．世界大会風景と新聞記事について

⑴　大会プレゼンテーション

⑵　ブースでのエキシビジョン

　⑷　河北新報2011年7月13日

⑶　河北新報2010年12月8日
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